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【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

（２）論文

1 共著
保健医療福祉科学,7：26
‐31

〇田上豊,山口乃生
子,星野純子,會田み
ゆき,延原弘章

2017.3

（３）学会発表

1 共著
第21回国際疫学会総会,
さいたま市

〇山口乃生子,田上
豊,星野純子,善生まり
子,中村茜

2017.8

2 共著
第48回日本看護学会-
在宅看護学術集会,つく
ば市

〇筑後幸恵,星野純
子

2017.9

（４）その他

1

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2016.4～2019.3

2 2016.4～2018.3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2017.4～8

2 2017.10月

3 2017.10月

4 2017.4～7

5 2017.9～10

6 2017.9

7 2017.10月

在宅看護学、緩和ケア

修士（人間福祉学）

1987年埼玉県立衛生短期大学第1看護学科卒業、1988年同地域看護学専攻修了、2018年聖学院大学大
学院人間福祉学研究科修士課程修了

1999年埼玉県立大学短期大学部看護学科助手、2005年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科講師、
2006年埼玉県立大学地域産学連携センター認定看護師教育課程（緩和ケアコース）専任教員兼務、2018
年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科准教授

日本看護科学学会、日本がん看護学会、日本緩和医療学会、日本在宅ケア学会、日本看護教育学会、日
本看護管理学会

該当なし

研究名、研究代表者・研究分担者の別

埼玉県における地域での看取りに関わる
要因分析

Related factors of regional difference in
death at home,saitama

該当なし

3年次生を対象に、在宅での看護がイメージできるように、事例や映
像を取り入れながら教授した。また看護過程の演習ノートを担当教
員で作成し活用した。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

リハビリテーション看護
3年次生を対象に、緩和ケアにおけるリハビリテーションについて教
授した。死にゆく人だからこその、リハビリテーションの意義が伝わる
よう、事例を織り交ぜながら教授した。

がん看護

スタートアップセミナー

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
C)

地域包括緩和ケアの充実に向けた家族への教
育支援プログラムの開発（研究代表者）

地域住民が最期まで自分らしく生きるため
の健康教育-デリバリー型緩和ケアスクー
ル・サロン-

認定看護師教育課程：緩和ケア総論

認定看護師教育課程：症状マネジメント総論

認定看護師教育課程：喪失・悲嘆・死別

4年次生を対象に、がん患者に特有な症状に対する緩和方法につい
て教授した。特に、患者主体の症状マネジメントへの理解が深まるよ
うに事例を織り交ぜる工夫をした。

学部1年次生全員を対象に、初年次教育として携わった。ペアワーク
やPBLを取り入れた。

緩和ケア認定看護師を目指す受講生が自身の「緩和ケアの原点」を
認識できること、さらには受講生同士が共有できるよう、発表の機会
を設けた。

看護師が実践する緩和ケアにおいて、もっとも重要な症状緩和の基
本である患者主体の症状マネジメント理論が理解できるよう、事例を
活用した。

喪失・悲嘆・死別の基本的知識が理解できるよう教授した。さらに、
看護師が抱える悲嘆についても振り返る機会を作った。

埼玉県受託事業（看護系大学と連携した健康づくり人材育成
事業）

住み慣れた地域で自分らしく生きるための支え
あい健康教育（研究分担者）

在宅看護学

競争的資金等の名称



8 2017.11

9 2017.12

（２）演習

1 2017.9～12

2 2017.9～12

3 2018.2～3

（３）実習

1 2017.5～6

2 2017.7～8

3 2018.1～2

（４）論文指導

1 2017.4～2018.1

（５）その他

1 2017.8～2018.3

2 2017.4～2018.3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1 埼玉県立大学 2017.7.1

2 埼玉県看護協会 2017.6.28

3 埼玉県看護協会 2017.10.17

4 埼玉県看護協会 2017.12.20

5
松伏町社会福祉
協議会

2017.12.6

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2016～現在

2 2011～現在

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1 2017.12.28

５．学内運営（委員会委員）

1

2

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

該当なし

認定看護師教育課程の受講生への相談
指導

30名のうち15名を担当し、随時面接しながら短期間の研修が実りあ
るようにサポートした。

顧問

認定看護師教育課程の修了生へのフォ
ローアップ

認定看護師活動における悩みに対する相談やキャリア支援、研究指
導を行った。また、更新審査の自己研鑽ポイントとなるフォローアップ
研修会を開催した。

がんになったらどうする？あなたに贈る３つのヒ
ント

看取りについての研修会 夫の看取り、妻の看取り…どうする？

埼玉県看護協会一般研修＜領域別＞

15名の受講生を担当し、緩和ケア病棟・緩和ケアチーム・訪問看護
ステーションでの6週間の臨地実習指導を行った。緩和ケアの視点を
いかした看護過程の展開ができるよう、記録指導を丁寧に行った。ま
た、経験者であるがゆえに抱える葛藤に対峙できるよう精神的支援
を行った結果、15名全員単位を修得できた。

学士課程：卒業研究

エンド・オブ・ライフケア

看護学生実習指導者講習会

認定看護師教育課程専門部会

公衆衛生看護看護学実習
公衆衛生看護学系4年次生を対象に、保健所・保健センター・産業・
学校にて臨地実習指導を行った結果、期待した学習効果を上げるこ
とができた。

認定看護師教育課程：ケースセミナー演
習

15名の受講生を担当し、6週間の学びをケースセミナーとしてまとめ
られるよう、個別指導を行った。さらに受講生同士がサポートしあえ
る環境を整えることで、15名全員が発表までできた。

看護学科カリキュラム運営・検討委員会

埼玉新聞 市民講座「がんになっても自分らしく生きよう」に関するインタビュー

埼玉県看護協会 地区理事

埼玉県在宅を支える認定看護師会

埼玉県立大学公開講座

在宅看護学実習の展開

認定看護師の地域活動の中での課題と役割認定看護師交流会

認定看護師教育課程：認定看護実習

主指導：3名

認定看護師教育課程：相談 コンサルテーション計画が立案できるよう事例を用いて教授した。

認定看護師教育課程：症状マネジメント演
習

がん患者に多い消化器・呼吸器・精神症状・倦怠感の4つの事例を
看護展開する演習を行った。全人的・包括的にアセスメントができる
よう、グループワーク、個人ワークを取り入れる工夫をした。また、個
別指導も行った。

認定看護師教育課程：緩和ケアにおける
家族・遺族ケア

緩和ケアの対象である家族・遺族をとらえ、家族の持つ強みを生か
したケアが展開できるよう教授した。

認定看護師教育課程：総合演習

総合実習
在宅領域を希望する4年次学生に対し、自己の目標が達成できるよ
うに訪問看護ステーションを選定した。一人の事例に複数回訪問で
きるように指導者と連携しながら調整し、学びをサポートした。

緩和ケアの必須の技術であるコミュニケーションについて、自身のコ
ミュニケーションスタイルを振り返られるよう、プロセスレコードや模擬
患者を用いた演習を行う工夫をした。



特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

1 該当なし

該当なし


